
レインボープロジェクト活動の1つで、レインボー手帳の活用を地域に広げ、連

携を行っていくためにこれまで年に2～3回「北河内心疾患多職種勉強会」が行

われ、私も毎回参加してきました。コロナ禍になるまでは、会場に集まり1つの

テーマについて事例発表やグループディスカッションを行い地域の方との交流

の場にもなっていました。

コロナ禍になってからは、リモートでの開催が継続されています。毎回院内・外

の様々な職種の方が現状や思いを発表されとても学びが多いです。
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直接顔を合わせてのグループディ

スカッションでの意見交換ができ

なくなり残念なのですが、毎回演

題発表の後にリモートでディス

カッションの時間が設けられ多く

の方が参加し意見交換も行われて

います。

12/4に行われた第9回「心不全

患者のポリファーマシー」には111

名の参加があったそうです。第10

回は6/25に予定されておりテー

マは「高齢心疾患患者に侵襲的治

療をどこまでおこなうか」という

興味深いテーマで行われる予定で

す。Zoomで開催され、視聴だけ

の参加もできますので是非、皆さ

んも気軽に参加してみてください。

慢性心不全看護認定看護師 原谷こずえ



認定看護師の豆知識

救急看護：村上 ８８６３
慢性心不全看護：原谷 ８３９４

感染管理：篠原 ８６２３
皮膚排泄ケア：大西 ８３９７
認知症看護：藤原 ８６６７
認知症看護：佐藤 ８１１６
集中ケア：水本 ８３８３

がん化学療法：多賀 ８８４５
摂食・嚥下：日向 ８１１３

各分野電話番号

【水の話】

病棟ごとの勉強会
依頼受付中！

認定看護師会では病棟ごとの
勉強会、研修の依頼を受け付け
ています。
既存のテーマでも、看護で困って
いることなんでも結構です。
リクエストお待ちしています！

１．太古の海の塩分濃度は0.9%

地球は約46億年前に誕生し、40億年前の太古の海に生物は誕生しました。陸で生活するようになっ
た生物は、太古の海を体に閉じ込め、陸で適応するようになりました。（現在の海はその3倍濃度）人間
の体には約60兆個の細胞があります。これらが体液という海の中で息づいているのです。人間の体
はこの海を保持し、細胞の居心地が良い状態を保つために働いています。

２．人間の体のほとんどは水分でできている

赤ちゃんは75%、幼児は70%、成人は60～65%が水です。（体重50キロなら約30リットル分）で、
ここから2％失われるだけで脱水症になります。人間の体の中はいつも“水浸し”でなくてはいけない
のです。

4.人間の体内の水分が失われると

2％喪失：失われると、喉の渇きを感じ、運動
能力の低下が始まりまる。

3％喪失：強い喉の渇き、ぼんやりする、食欲
不振などの症状が現れる。

4～5％喪失：疲労感や頭痛、めまいなど脱水
症状が現れる。

10％以上喪失：死に至ることもある。

人間にとって水分の摂取は生きていくうえで
欠かせない大切なことなのです。

５．水分摂取のタイミング
1回にコップ1杯（150～250ミリリットル）の水を1日に6～8回飲むというのが理想です。
「朝起きたとき」「体を動かしたとき」「入浴したとき」「夜眠る前」

今年もまた暑い夏がやってきます。みなさまくれぐれも熱中症にはご注意を！！

救急看護認定看護師 村上千亜紀

３．体液の役割

https://www.otsuka.co.jp/nutraceutical/about/rehydration/wat
er/body-fluid/

https://www.otsuka.co.jp/nutraceutical/about/rehydration/water/body-fluid/

